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今月の表紙②『令和２年紀美野町成人式』
【４・16面に詳細記事】

今月の表紙①『消防訓練初め式　放水訓練』
【４面に詳細記事】
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67億1,654万円

歳　出

70億7,656万円

歳　入

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
9億1,824万円
（13.0％）

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
2億9,978万円
（4.2％）

国庫支出金
2億5,974万円
（3.7％）

県支出金
3億466万円
（4.3％）

町債
6億8,661万円
（9.7％）

町税
8億2,320万円
（11.6％）

地方交付税
37億8,433万円
（53.5％）

商工費
4,312万円
（0.6％）

災害復旧費
5,342万円
（0.8％）

議会費
8,253万円
（1.2％）諸支出金

2億6,856万円
（4.0％）

消防費
3億9,732万円
（5.9％）

農林水産業費
3億6,598万円
（5.5％）

土木費
5億8,734万円
（8.8％）

総務費
7億4,085万円
（11.0％）

公債費
12億5,565万円
（18.7％）

衛生費
10億8,654万円
（16.2％）

民生費
14億3,615万円
（21.4％）

（　）内は構成比

教育費
3億9,908万円
（5.9％）

3面に続く

1世帯当り
使われたお金

1世帯当り
納めたお金

1,577,023円

193,285円

世帯数　4,259戸

町民1人当り
使われたお金

町民1人当り
納めたお金

758,931円

93,017円
人口8,850人

（平成31年3月31日現在）

参考）
「民生費」…社会福祉、障がい者（児）福祉、高齢者、児童福祉及び災害救助関係に要する経費
「公債費」…借金等の償還に要する経費

平成30年度決算の公表
一般会計決算は、歳入総額70億7,656万円、歳出総額67億1,654万円で差引残高3億6,002万円となり、そのうち

翌年度へ繰越すべき財源の2,878万円を差し引いた3億3,124万円が実質収支（黒字）となりました。
平成30年度末地方債現在高は、87億352万円となり、対前年比5億1,542万円の減額となりました。平成30年度末

財政調整基金残高は、23億6,606万円となり、対前年比1億8,639万円の増額となりました。
歳出目的別では、民生費が21.4％、公債費が18.7％とこれらが多くを占めることとなりました。
地方自治体の財政は、人口減少・少子高齢化の進行や社会情勢の変化により、極めて厳しい状況が続いていま

す。しかし、限られた財源の中で、行政効率の向上をめざし、効果あるサービスを提供していきます。
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紀
美
野
町
で
は
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害

義
援
金
の
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
12
月
26
日
を
も
ち
ま
し
て
、

義
援
金
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援

の
た
め
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
義
援
金
総
額　

３
６
０
，
９
４
２
円

（
義
援
金
箱
設
置
期
間

令
和
元
年
11
月
１
日
～
12
月
26
日
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期
限
が
近

付
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
商
品
券
の
購
入
期
限
は
、２
月
28
日
（
金
）】

・
商
品
券
は
紀
美
野
町
商
工
会
で
購
入
で
き

ま
す
。

・
購
入
に
は
、
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購

入
引
換
券
」
が
必
要
で
す
。

◇
住
所　

神
野
市
場
２
２
６
番
地
１

（
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所
内
）

◇
販
売
時
間　

９
時
～
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）　

　

◇
℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
２
６
０

【
商
品
券
の
使
用
期
限
は
、３
月
８
日
（
日
）】

・
期
限
が
過
ぎ
た
商
品
券
は
、
無
効
で
す
。

・
換
金
お
よ
び
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
商
品
券
紛
失
時
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

ゴ
ミ
を
い
つ
も
と
同
じ
時
間
に
出
し
て
い

る
の
に
持
っ
て
い
か
れ
て
い
な
い
と
言
う
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
収
集
時
刻
は
そ
の

日
の
天
気
や
交
通
事
情
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
ご
み
は
所
定
の
場
所
へ
、
収
集
日
当
日

午
前
７
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
に
捨
て
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
場
合
は
ご
み
の
分
別
・
出
し
方
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
再
度
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
下
記
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

美
里
支
所
住
民
室

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

よ
く
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
ゴ
ミ
の
出
し
方

ゴ
ミ
は
午
前
７
時
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い
！

令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
義
援
金

に
多
く
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！　

プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
購
入
に
つ
い
て

会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

一　般　会　計 70億7,656万円 67億1,654万円 3億6,002万円

特 別 会 計

国民健康保険事業 13億2,547万円 13億　665万円 1,882万円

国民健康保険診療所事業 8,701万円 8,302万円 399万円

後期高齢者医療 3億4,194万円 3億4,192万円 2万円

介護保険事業 17億　993万円 16億7,085万円 3,908万円

のかみふれあい公園運営事業 4,915万円 4,719万円 196万円

農業集落排水事業 2,966万円 2,948万円 18万円

簡易水道事業 1億9,803万円 1億9,782万円 21万円

企 業 会 計 上水道事業（収益的収支） 1億　661万円 1億　　60万円 601万円

町税の内訳
現年課税分 滞納繰越分 合計

町 民 税 3億3,058万円 229万円 3億3,287万円

固 定 資 産 税 4億1,107万円 398万円 4億1,505万円

軽 自 動 車 税 3,649万円 44万円 3,693万円

町 た ば こ 税 3,824万円 － 3,824万円

入 湯 税 11万円 － 11万円

合 　 　 　 計 8億1,649万円 671万円 8億2,320万円

地方債残高の状況
平成29年度末現在高 92億1,894万円

平成30年度発行額 6億8,771万円

平成30年度
償還額

元金 12億　313万円

利子 5,252万円

計 12億5,565万円

平成30年度末現在高 87億　352万円
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12
月
６
日
に
和
歌
山
県
庁
で
開
催
さ
れ
た

第
17
回
「
紀
の
国
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
賞
及
び
紀

の
国
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
サ
ポ
ー
ト
感
謝
状
」

授
与
式
に
て
、
吉
村
栄
美
氏
に
『
紀
の
国

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
サ
ポ
ー
ト
感
謝
状
（
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
功
労
者
）
』
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

吉
村
氏
は
、
今
日
ま
で
障
害
の
あ
る
娘
が

自
立
で
き
る
よ
う
愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
生
活

を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
児

童
の
健
全
育
成
・
社
会
参
加
を
目
的
に
障
害

児
支
援
サ
ー
ク
ル
の
立
上
げ
な
ど
、
他
の
模

範
と
な
る
功

績
に
よ
り
表

彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受

賞
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

12
月
13
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
ペ
ル
セ

ウ
ス
座
流
星
群
」
の
観
望
と
音
楽
や
グ
ル

メ
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
ス
タ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
in
キ
ミ
ノ
」
が
町
観
光
協
会
の
主

催
で
開
か
れ
、
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
約

５
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
来
場
者
は

会
場
に
段
ボ
ー
ル
を
敷
き
、
星
空
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た

が
、
天
文
台
職
員
に
よ
る
星
空
解
説
や
コ
ン

サ
ー
ト
、
町
内
外
の
カ
フ
ェ
や
お
店
な
ど
が

出
店
し
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
ス
タ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式
が
１
月
12

日
、
紀
美
野
町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
行
わ
れ
、
消
防
職
団
員
総
勢
５
３
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
の
式
辞
、
家
本
消

防
長
の
訓
示
の
後
、
団
員
表
彰
、
新
入
団
員

（
９
人
）
の
紹
介
並
び
に
日
頃
の
消
防
業
務

へ
の
取
組
、
各
種
訓
練
等
の
ビ
デ
オ
披
露
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀
美
野
町
吹
奏
楽

団
の
演
奏
に
よ
り
、
一
層
式
典
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
分
列
行
進
並
び
に
車
両
行

進
を
行
い
、
同
セ
ン
タ
ー
下
の
河
原
で
放
水

訓
練
が
行
わ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
行
動
か
ら
、

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
士
気
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
12
日
、
紀
美
野
町
成
人
式
が
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。
成
人
式

で
は
新
成
人
の
紹
介
の
後
、
寺
本
町
長
が

「
無
駄
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
し
な
い
と
新
し

い
こ
と
は
見
え
て
こ
な
い
。
執
着
心
を
持
っ

て
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
」

と
い
う
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た

吉
野
彰
氏
の
こ
と
ば
を
引
用
し
、
新
成
人
へ

の
祝
福
と
激
励
を
送
り
ま
し
た
。
続
い
て
来

賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
樋

瀬 

光
稀
さ
ん
（
安
井
）
が
「
今
日
ま
で
、

私
た
ち
を
育
て
、
励
ま
し
、
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
家
族
や
先
生
方
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
感
謝
の
思
い
を
お
伝
え
し
、
困
難
な
壁
が

立
ち
は
だ
か
っ
た
時
に
は
、
支
え
て
く
れ
る

仲
間
と
と
も
に
、
諦
め
な
い
心
で
壁
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
後
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
“
成
人
の

一
歩
”
を
カ
メ
ラ
に
納
め
ま
し
た
。

会
場
内
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧
友
た
ち
と

楽
し
く
語
り
あ
っ
た
り
、
写
真
を
撮
り
合
っ

た
り
と
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

お礼の言葉を述べる
樋瀬 光稀さん

式典の様子

クビアカツヤカミキリ
（5 頁に続く） 屋外コンサートの様子

「
紀
の
国
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
サ
ポ
ー

ト
感
謝
状
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

功
労
者
）
」
受
賞　
　

 

吉
村
栄
美
氏

ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
in
キ
ミ
ノ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い

町
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

令
和
２
年
紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

78
人
が
大
人
の
仲
間
入
り　

　

令
和
２
年
紀
美
野
町
成
人
式
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身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動

車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動

車
）
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、

申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
令
和
２
年
度
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち

の
方
1
人
に
つ
き
普
通
自
動
車
も
含
め
て
、

１
台
に
限
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
に
減
免
を
受
け
ら
れ
た
方

に
は
、
２
月
上
旬
に
更
新
手
続
き
の
案
内
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

※
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
、
従
来
の
「
軽

自
動
車
税
」
は
「
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

■
申
請
場
所　

税
務
課

　
　
　
　
　
　

美
里
支
所
住
民
室

■
申
請
期
間

　

２
月
10
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
火
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

【
町
税
は
納
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
】

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
町
税
等
は
自

主
的
に
、
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
未
だ

納
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
至
急
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

【
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
】

定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
こ

と
を
滞
納
と
い
い
ま
す
。
滞
納
と
な
っ
た
場

合
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ

か
に
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
も
あ
わ
せ
て
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
滞
納
を
放
置
す
る
と
】

町
で
は
、
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
多
く
の
人
々
の
立
場
か
ら
、
公
正
・

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
督
促
や
催
告
に

よ
り
納
付
を
促
し
て
も
な
お
納
付
の
な
い
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
財

産
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
の
活
用
】

県
内
の
全
市
町
村
が
参
加
し
設
立
さ
れ
た

和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
で
は
、
各
市
町
村

か
ら
滞
納
事
案
の
移
管
を
受
け
、
徹
底
し
た

財
産
調
査
を
行
い
、
差
押
え
等
厳
正
な
滞
納

処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
積
極
的

に
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
を
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
納
期
内

納
税
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

延
滞
金
の
割
合
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

令
和
２
年
１
月
１
日
以
降

に
納
期
限
を
過
ぎ
た
税
金
等

に
か
か
る
延
滞
金
の
率
が
、

財
務
大
臣
の
告
示
に
よ
り
、

以
下
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で

に
納
付
さ
れ
た
人
と
の
公
平

性
を
図
る
た
め
に
加
算
さ
れ

ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

延
滞
金
の
納
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
納
期
内
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５　

申
請
期
限
は
５
月
25
日
（
月
）
で
す
。
申

請
期
限
を
経
過
し
ま
す
と
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
必
要
な
書
類
等

減
免
申
請
書
（
税
務
課
・
住
民
室
に
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
）

印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
・
運
転
免
許

証
・
車
検
証
・
生
計
同
一
証
明
書
・
通
院

や
通
学
等
の
証
明
書
・
常
時
介
護
証
明

書
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
通

知
カ
ー
ド
等
申
請
者
の
個
人
番
号
が
確
認

で
き
る
書
類

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

令和２年中の延滞金
納期限の翌日から１か月以内 年2.6％
納期限の翌日から１か月経過後 年8.9％

（
４
頁
か
ら
の
続
き
）

ウ
メ
や
モ
モ
な
ど
の
果
樹
に
被
害
を
及
ぼ

す
特
定
外
来
生
物
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
」
の
被
害
痕
跡
が
県
内
か
つ
ら
ぎ
町
で
初

め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ス
ま
た
は
成

虫
を
発
見
し
た
ら
、
左
記
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

な
が
み
ね
農
協
野
上
支
店

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
０
１
５

な
が
み
ね
農
協
美
里
支
店　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
３
３
１

海
草
振
興
局
農
業
水
産
振
興
課

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
３
７
８

紀
美
野
町
産
業
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
と
は

成
虫
で
体
長
３
～
４
セ
ン
チ
。
光
沢
の

あ
る
黒
色
で
、
首
の
よ
う
に
見
え
る

胸
部
が
赤
い
の
が
特
徴
。
バ
ラ
科
の

樹
木
の
幹
や
樹
皮
の
割
れ
目
な
ど
に
産

卵
し
、
孵
化
し
た
幼
虫
が
寄
生
し
て
内

部
を
食
い
荒
ら
す
（
活
動
時
期
４
月
～

10
月
）
。
被
害
の
特
徴
的
な
痕
跡
と
し

て
、
果
樹
の
根
元
に
幼
虫
の
ふ
ん
や
木

く
ず
の
混
合
物
が
た
ま
る
「
フ
ラ
ス
」

が
あ
る
。

お
知
ら
せ
・
募
集

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方

に
対
す
る
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の

減
免
に
つ
い
て

町
税
等
の
納
め
忘
れ
はあり

ま
せ
ん
か
？
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
と
し
て
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手

間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て

も
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
前
納
す
る
こ
と
で
割
引

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
割
引
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
令
和
元
年
度
時
点
）

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳

（
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
）
、
通
帳
、
金

融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の

金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
６
か
月
前
納
（
４
月
～
９
月

分
）
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
を
希
望
さ
れ

る
方
は
２
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

相
続
手
続
き
の
簡
素
化
を
目
的
と
し
た
制

度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
戸
籍
等
の

書
類
を
添
付
し
た
申
出
に
対
し
て
法
務
局
の

登
記
官
が
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を

確
認
し
、
証
明
書
を
無
料
で
交
付
す
る
も
の

で
す
。

相
続
登
記
の
ほ
か
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

の
払
い
戻
し
等
、
相
続
手
続
き
全
般
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
し
い
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１（
代
表
）

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
①
番
→
④
番
）

■
問
い
合
わ
せ  

　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

・
早
割
制
度　

月
々
50
円
割
引

・
６
か
月
前
納　

１
，
１
２
０
円
割
引

・
１
年
前
納　

４
，
１
３
０
円
割
引

・
２
年
前
納　

１
５
，
７
６
０
円
割
引

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
職
業
訓
練
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
仕

事
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

現
在
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

■
訓
練
期
間

　

３
月
19
日
（
木
）
～
６
月
18
日
（
木
）

■
訓
練
場
所

　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

　
　
　

Ｔ
Ａ
Ｋ
ｕ
ｍ
ｉ
海
南
教
室

（
海
南
市
船
尾
１
７
９
番
地
１
０
）

■
受
講
費
用　

無
料

　

※
テ
キ
ス
ト
代　

９
，
３
０
０
円

■
申
込
方
法

　

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

２
月
19
日
（
水
）
17
時

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
い
な
ん

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
８
６
０
９

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座

振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
を
ご

存
知
で
す
か
？

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
■各種募集説明会　有田募集案内所において、平日９時～17時30分まで常時実施中

募集種目 資　　　格 受付期間 試験期日 試験会場

自衛官候補生
(年間を通じて募集有)

18歳以上33歳未満の者（32歳
の者は採用予定月１日から起
算して３月に達する日の翌月
の末日現在33歳に達していな
い者）

２月７日（金)まで ２月８日（土） 自衛隊和歌山地方協力本部庁舎
和歌山市築港１丁目１４－６

■問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　℡ ０７３７‐８２‐６６３１

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
受
講
生
募
集

に
つ
い
て【
Ｏ
Ａ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】
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２
０
１
９
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　

(
１
歳
児
～
）

■
き
み
の
こ
ど
も
園

２
月
10
日
（
月
）
10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所

２
月
５
日
（
水
）
・
19
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９	

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内		



■
コ
ア
ラ
教
室
【
２
月
４
日
（
火
）
】

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
２
月
19
日
（
水
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

き
み
の
こ
ど
も
園

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
２
月
10
日
（
月
）
実
施　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～　
　

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
２
月
18
日
（
火
）
実
施

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～	

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。	

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp

紀
美
野
町
に
は
、
サ
ロ
ン
活
動
や
子
ど
も

食
堂
な
ど
、
地
域
で
元
気
に
活
動
さ
れ
て
い

る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
方
々
に

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
る

『
元
気
！
き
み
の
サ
ミ
ッ
ト
』
を
開
催
し
ま

す
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
上
野
山
裕
士
氏
（
摂

南
大
学
）
に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

「
紀
美
野
に
は
ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
か

な
」
「
何
か
し
た
い
と
思
う
け
ど
何
か
ら
は

じ
め
た
ら
い
い
の
か
な
」
と
思
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
方
、
老
若
男
女
問
わ
ず
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
不
要
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
細
は
回
覧
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
日
程　

２
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
健
康
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談

に
の
り
ま
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
骨
密

度
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

★
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

希
望
の
方
は
で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）

『
元
気
！
き
み
の
サ
ミ
ッ
ト
』
を

開
催
し
ま
す

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
2
月
の
日
程
）】
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児
童
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
目
的
に
、

各
種
の
手
当
が
あ
り
ま
す
。
手
当
を
受
け
る

に
は
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
審
査
、
所
得

制
限
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

　

児
童
（
十
五
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
３
月

末
ま
で
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等
に
お
け
る
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
次
代
の
社

会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
父
ま

た
は
母
の
一
方
か
ら
し
か
養
育
を
受
け
ら
れ

な
い
一
人
親
家
庭
な
ど
の
児
童
（
十
八
歳
に

達
し
た
日
以
降
の
３
月
末
ま
で
）
に
つ
い
て

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
に

中
程
度
以
上
の
障
害
も
し
く
は
、
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は

父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。　

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

現
在
推
進
し
て
い
る
老
人
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
30
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
）
が
来
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で

の
３
年
間
に
つ
い
て
、
新
た
に
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
に
計
画
の
基

礎
資
料
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地

域
ご
と
の
高
齢
者
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
・
分
析
し
ま
す
。
今
後
の
町
の
高
齢
者
福

祉
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
大
切

な
調
査
で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
調
査
対
象
者

65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ

な
い
方
と
、
要
支
援
１
、
２
の
方
で
紀
美

野
町
に
住
所
を
有
す
る
方

■
調
査
票
配
布
時
期　

令
和
２
年
２
月

■
調
査
方
法

対
象
者
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。
記
入

の
上
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
切
手
を
は

ら
ず
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
そ
の
他

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
生
活
機
能
の
状
態
を

把
握
す
る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

項
目
が
あ
り
ま
す
。
後
日
、
個
々
の
調
査

結
果
を
基
に
、
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
票
を
作

成
し
ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
今
後
の
健
康
管
理
や
介
護
予
防
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直

接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談

は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
窓
口

（
巡
回
相
談
予
約
先
）へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

【
障
害
者
の
ご
家
族
へ
の
支
援
】
障
害

の
あ
る
方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
、
日
中
の
一
時
預

か
り
や
短
期
入
所
に
よ
る
レ
ス
パ
イ
ト

(

休
息)

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ご
家
族
の
支
援
だ
け
で
は
外
出
が
難

し
い
障
害
者
に
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す

る
外
出
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
も
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
の
介
護
負
担
軽
減
の
た
め

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。

児
童
に
関
す
る

各
種
手
当
制
度
に
つ
い
て

老
人
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
に
伴
う
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
の
実
施

に
つ
い
て

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ
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ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な
「
温
度

差
」
が
体
に
及
ぼ
す
悪
影
響
の
こ
と
。
暖
か

い
室
内
か
ら
寒
い
廊
下
や
ト
イ
レ
に
移
動
し

た
り
、
寒
い
脱
衣
所
で
服
を
脱
ぎ
、
温
か
い

湯
船
に
つ
か
っ
た
り
す
る
と
、
急
激
な
温
度

変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が
大
き
く
変
動
し
、
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、
不
整
脈
な
ど
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
入

浴
中
に
死
亡
し
た
人
は
、
約
1
万
９
千
人
と

推
定
さ
れ
、
そ
の
数
は
交
通
事
故
の
死
亡
者

よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

(

平
成
28
年
消
費
者
庁)

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
脱
衣
所
や
浴
室
は
暖
か
く
、
湯
温
は
41
℃

以
下
に

暖
房
が
な
い
場
合
は
、
浴
室
の
ド
ア
を
開

け
て
シ
ャ
ワ
ー
で
お
湯
を
た
め
る
と
寒
暖

差
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
湯
温
は
39
～

41
℃
に
し
、
長
湯
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

②
入
浴
時
は
、
家
族
に
ひ
と
声
か
け
よ
う

入
浴
時
は
家
族
に
ひ
と
声
か
け
て
！
と
く

に
高
齢
者
の
方
は
血
圧
の
安
定
す
る
16
時

～
19
時
頃
ま
で
の
入
浴
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
。

③
飲
酒
後
の
入
浴
は
控
え
ま
し
ょ
う

飲
酒
を
す
る
と
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。
入

浴
中
も
血
管
が
拡
張
し
て
血
圧
が
下
が
り

ま
す
。
飲
酒
後
の
入
浴
は
、
血
圧
が
二
重

に
下
が
り
や
す
く
危
険
な
状
態
で
す
。

④
入
浴
前
後
に
水
分
補
給

脱
水
状
態
は
脳
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
喉
の
か
わ
き
を
感
じ
な
く
て

も
、
水
分
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
入
浴
前
に
血
圧
を
測
定

高
齢
者
の
場
合
、
血
圧
が
高
く
て
体
調
が

悪
く
て
も
気
づ
き
に
く
い
た
め
、
入
浴
前

に
血
圧
を
測
定
す
る
こ
と
は
体
調
を
知
る

目
安
に
な
り
ま
す
。

万
が
一
入
浴
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合

⑴
浴
槽
の
栓
を
抜
く
。
大
声
で
助
け
を
呼

び
、
人
を
集
め
る
。

⑵
浴
槽
か
ら
出
せ
る
よ
う

で
あ
れ
ば
救
出
し
、
直

ち
に
救
急
車
を
要
請
す

る
。

⑶
肩
を
叩
き
な
が
ら
声
を

掛
け
、
反
応
が
あ
る
か

確
認
す
る
。

⑷
反
応
が
な
い
場
合
は
呼
吸
を
確
認
す
る
。

⑸
呼
吸
が
な
い
場
合
に
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
開
始
し
、
救
急
隊
の
到
着
を
待
つ
。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

２月10日（月）
９時30分～10時30分(受付)

性感染症検査
肝炎ウイルス検査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎 等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取りにお越しください。)
・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

２月12日（水）　
２月26日（水）　　

13時30分～

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

２月10日（月）　
　　10時30分～11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

■
日
時　

２
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分　

受
付

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

【
フ
ッ
素
塗
布
】

平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
30
年
２
月

28
日
生
ま
れ
の
フ
ッ
素
洗
口
を
し
て
い
な

い
子
ど
も

※
フ
ッ
素
に
は
歯
の
質
を
強
く
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

【
歯
科
健
診
】

町
民
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
受
け
て
い
た
だ
け

ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

冬
の
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

■
日
時　

３
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
開
演
（
開
場
30
分
前
）

※
状
況
に
よ
り
開
場
時
間
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

※
２
月
５
日
（
水
）
か
ら
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

■
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民

館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
美
里
支
所
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所

（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

※
２
月
19
日
（
水
）
か
ら
中
央
公
民
館
の
み

で
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
生
涯
学
習
係

■
著
書

・
「
拉
致
と
決
断
」

・
「
夢
う
ば
わ
れ
て
も
」

・
「
半
島
へ
、
ふ
た
た
び
」　

な
ど

■
日
時　

３
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
45
分
開
会
式

　

小
雨
決
行
、
荒
天
延
期
（
態
度
決
定
６
時
）

※
予
備
日
９
日
（
月
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
内
容　

東
西
南
北
コ
ー
ス

36
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

■
参
加
資
格

【
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
】

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

す
方

①
前
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
」優
勝
～
３
位
の
方

②
今
年
度
開
催
し
た
大
会
（
春
、
夏
、
秋
）

の
優
勝
者

③
前
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
ま
た
は
本
年

度
開
催
の
大
会
に
お
い
て
、
標
準
ス
コ
ア

（
２
ラ
ウ
ン
ド
合
計
ス
コ
ア
が
、
男
性

１
２
０
以
下
、
女
性
１
３
２
以
下
）
を
記

録
し
た
方

【
オ
ー
プ
ン
の
部
】

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
に
該
当
し
な
い
中
学

生
以
上
の
方

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館
へ
、
参
加
費
を

添
え
て
２
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
参
加
資
格
①
②

に
該
当
す
る
方
は
、
事
務
局
よ
り
招
待
状

を
お
送
り
し
ま
す
。

申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
受
付
期

間
中
は
全
額
返
金
、
そ
れ
以
降
は
返
金
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係

　

町
内
の
文
化
団
体
の
交
流
・
郷
土
文
化
の

向
上
発
展
や
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
的
に
、

日
頃
の
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
、
春
に
は

「
文
化
協
会
展
・
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」
を

会
員
相
互
の
協
力
の
も
と
盛
大
に
開
催
。
２

年
に
１
回
、
会
員
研
修
（
博
物
館
、
美
術
館

見
学
等
）
を
実
施
。
ま
た
、
毎
年
、
文
化
祭

へ
の
参
加
や
海
草
・
有
田
地
方
文
化
協
会
の

芸
能
・
文
化
交
流
会
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
年
会
費　

１
人
に
つ
き
１
，
０
０
０
円

■
現
在
の
加
入
団
体　

写
真
・
木
彫
り
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
洋

画
・
ち
ぎ
り
絵
・
陶
芸
・
茶
道
・
大
正
琴

・
詩
吟
・
舞
踊
・

囲
碁
・
将
棋

★
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
、
団
体
は

ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課

　

生
涯
学
習
係

月
面
撮
影
体
験
付
き
月
の
実
験
シ
ョ
ー
が

見
れ
る
星
空
ツ
ア
ー

■
日
時　

２
月
１
日
（
土
）
、
29
日
（
土
）

※
星
空
ツ
ア
ー
（
有
料
）　

■
時
間　

①
19
時
30
分
～
20
時
30
分

　
　
　
　

②
20
時
30
分
～
21
時
30
分

■
内
容　

月
の
満
ち
欠
け
が
分
か
る
！
楽
し

い
実
験
シ
ョ
ー
と
月
面
撮
影
を
体
験
で
き

ま
す
。

※
改
装
工
事
中
の
為
、
カ
フ
ェ
の
出
店
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

冬
期
整
備
期
間
の
お
知
ら
せ

　

２
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）
の

間
、
み
さ
と
天
文
台
は
施
設
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
為
、
終
日
休
館
い
た
し
ま

す
。

■
講
師　

蓮
池　

薫　

氏　

■
演
題　
「
夢
と
絆
を
求
め
て
～
翻
弄
さ
れ
た
運
命
の
中
で
～
」

教育委員会
　教育課生涯学習係

℡ 073‐489‐5915

　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368

第
53
回
町
民
大
学
講
座

　

紀
美
野
町
人
権
委
員
研
修
会
・
紀
美
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

参
加
者
募
集

紀
美
野
町
文
化
協
会

加
入
団
体
・
会
員
募
集
‼

天
文
台
イ
ベ
ン
ト
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

５
日　

あ
み
も
の
体
験

12
日　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
応
援
旗
作
り

19
日　

お
は
な
し
会

26
日　

ク
ラ
フ
ト
教
室

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

お
は
な
し
会

12
日　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
応
援
旗
作
り

19
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

26
日　

ゲ
ー
ム
を
し
よ
う

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

田
中　

心
晴
（
野
上
小
２
年
）

　

井
岡　

真
太
朗
（
下
神
野
小
３
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
わ
た
し
の
美
し
い
庭
」
凪
良
ゆ
う　

著

「
別
れ
の
季
節　

お
鳥
居
女
房
」

諸
田
玲
子　

著

「
な
ん
だ
ろ
う
な
ん
だ
ろ
う
」

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ　

作

「
大
岡
越
前
し
ば
ら
れ
地
蔵
」

神
田
松
之
丞　

監
修

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
落
日
」　
　
　
　
　
　

湊
か
な
え　

著

「
百
の
夜
は
跳
ね
て
」　

古
市
憲
寿　

著

「
飛
雲
の
ご
と
く
」
あ
さ
の
あ
つ
こ　

著

「
あ
や
し
い
ぶ
た
の
た
ね
」

佐
々
木
マ
キ　

絵

「
だ
れ
の
パ
ン
ツ
？
」

シ
ゲ
リ
カ
ツ
ヒ
コ　

作

歌　

の　

小　

道

元
旦
の
部
屋
に
孫ま

ご
こ
ら
き
ょ
う

子
等
興
じ
お
り

　
　

耳
と
お
き
老ろ

う

も
和
の
中
に
入
る　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

特
別
な
趣
味
無
き
妻
も
こ
の
頃
は

　
　

歌か
じ
ん人
気
取
り
で
駄
目
出
し
を
す
る　
　

橋
本　
　

吉
信

歌か
ゆ
う友

よ
り
鮎
の
姿
焼
き
頂
き
ぬ

　
　

甘
く
煮
つ
け
て
鮨
に
握
ら
む　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

齢と
し

か
さ
ね
一
人
の
生く

ら
し活

長
け
れ
ば

　
　

忘
れ
る
事
の
毎
日
続
く　
　
　
　
　
　

森
下　
　

玉
子

新
米
を
炊
け
ば
厨
く
り
や
に
晩
秋
の

　
　

香
り
漂
い
冬
の
近
づ
く　
　
　
　
　
　

寺
岡　
　

幸
子

建
ち
並
ぶ
空
き
家
ば
か
り
の
ふ
る
郷
よ

　
　

ほ
ろ
ろ
哀
し
や
唯た

だ

呆ぼ
う
ぜ
ん然

と　
　
　
　
　

小
根
田　

牧
子

ス
ペ
イ
ン
製
ピ
ア
ス
を
終
し
ま
い

弘こ
う
ぼ
う
い
ち

法
市　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

賞
味
期
限
切
れ
の
お
菓
子
と
年
守
る　
　
　

浦　
　
　

浩
平

介
添
も
い
ら
ぬ
卒
寿
の
初
湯
か
な　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

あ
ん
餅
を
包
み
そ
こ
ね
て
口
に
入
れ　
　
　

上
中　
　

史
子

ラ
ン
ナ
ー
の
影
迫
り
来
る
初
明
り　
　
　
　

中
島　
　

紀
生

伊
賀
越
え
の
足あ

し
あ
と跡

隠
す
枯か

れ
お
ば
な

尾
花　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

弘
法
大
師
の
命
日
に
ち
な
み
、
そ
の
年
の
終
わ
り
の

二
十
一
日
の
縁
日
が
終
弘
法
。
京
都
の
東
寺
が
有
名
。

そ
の
日
の
市
で
買
っ
た
の
が
ス
ペ
イ
ン
製
の
イ
ヤ
リ
ン

グ
。
日
本
の
伝
統
的
な
行
事
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
イ
ヤ

リ
ン
グ
の
取
り
合
わ
せ
が
魅
力
的
。

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

　

中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化
セ
ン

タ
ー
図
書
室
は
、
蔵
書
点
検
に
伴

い
、
３
月
２
日
（
月
）
～
６
日

（
金
）
の
期
間
休
室
し
ま
す
。

　

最
終
貸
出
日
は
３
月
１
日
（
日
）

で
す
。
な
お
、
期
間
延
滞
の
図
書
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
中
央
公
民
館

ま
た
は
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

生
徒
に
よ
る
舞
台
・
美
術
系
の
授
業
発

表
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
16
日
（
日
） 

　
　
　
　

13
時
開
演 

■
場
所　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校

■
内
容　

普
段
、
授
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
ダ
ン

ス
や
演
劇
な
ど
の
舞
台
発
表
、
そ
し
て

絵
画
や
造
形
作
品
の
展
示
。
他
に
も
皆

さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

様
々
な
企
画
も
生
徒
が
準
備
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校

℡ 

０
７
３
‐
４
９
７
‐
９
１
１
１

古
布
を
使
っ
て
制
作
し
た
今
年
の
干

支
、
ね
ず
み
の
お
嫁
入
り
の
人
形
な
ど
の

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
等　

３
月
３
日
（
火
）
ま
で

　

11
時
～
20
時
（
入
場
料
無
料
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ブ
ロ
ー
チ
」
作
製

　

２
月
16
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　

（
参
加
費
３
０
０
円
）
予
約
優
先

※
参
加
の
方
に
は
素
敵
な
景
品
が
当
た
る

抽
選
会
あ
り

■
主
催　

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト

　

（
小
川
地
区
公
民
館
サ
ー
ク
ル
）

■
会
場
・
予
約
先

　

美
里
の
湯
か
じ
か
荘

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
８
‐
０
１
０
２

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

り
ら
総
合
授
業
発
表
会

第
６
回
蘇
り
の
雛
び
な
展

紀美野町の歴史と文化からお知らせ
○野上町誌　上下巻
○美里町誌　史料編①②
○美里町誌・自然編わたしたちの町
○美里の自然
○美里むかしがたり

わが町の歴史に興味のある方は、上記資料を揃え
ていますので、教育委員会までお問い合わせくださ
い。（有料）
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  学校だより
　『地域で学ぶ』

紀美野町立下神野小学校

町内には学校教育を進めるにあたり、とても重要な施
設が多くあり、本校の児童は毎年、それぞれの施設で多
くのことを学んでいます。今年度もいろいろな所で地域
の方に大変お世話になりました。

生活科の学習では、校区のことを調べる学習で駐在所
やＪＡながみね美里支店、町役場美里支所を訪れまし
た。

また社会科の学習では消防署や浄水場、理科の宇宙の
学習ではみさと天文台を訪れるなど様々な施設で詳しく
学ぶことができました。

それぞれの施設で働いている方々には、子どもたちが
興味を持つように見たり触れたりする体験をさせてくれ
たり、子どもたちに分かりやすい話をしてくれたりと、
お忙しい中、子どもたちのためにいろいろ工夫をしてい
ただきました。

子どもたちは教室での学習だけでなく、本物に触れ、
また地域の方々から実際の話を聞くことにより、さらに
学習内容を深く理解することができます。今後も地域の
方々の多くの協力を得て効果的な学習を進めていきたい
と思います。

  天文台だより
　『年末の日食イベント』

研究員　硲間拓郎

2019 年最後の天文イベントとして 12 月 26 日に日
本では部分日食がありました。和歌山県は全体的に曇っ
ており実際に日食を観察できた方は少なかったのではな
いでしょうか。

天文台でも天気が悪かったため、館内で他のところで
のライブ映像を流していました。

しかしながら、食が最大になるころに雲の切れ間から
太陽が顔を出し、欠けている姿が見えてきたので、お客
さまには部分日食を日食グラスで実際に観察していただ
くことができました。

今回、天気が悪く観察することが出来なかった方は、
６月 21 日（日）に部分日食がありますので、そのチャ
ンスをぜひ狙ってみてください。今回より欠ける部分が
多いため、より楽しんでいただけると思います。

○放送大学は、４月入学生を募集しています。
○ 10 代から 90 代の幅広い世代、約９万人の学生が、

大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目
的で学んでいます。

○テレビによる授業だけでなく、学生は授業をインター
ネットで好きなときに受講することもできます。

○心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学な
ど、約３００の幅広い授業科目があり、１科目から学
ぶことができます。

○卒業すれば学士を取得できます。
○半年だけ在学することも可能です。
■資料請求（無料）お気軽にご請求ください。
　放送大学和歌山学習センター
　℡０７３－４３１－０３６０
■出願期間
　第１回：２月 29 日（土）まで
　第２回：３月 17 日（火）まで

― わが町サークル ―

「野上少年野球クラブ」
11月24日に、海南市東部運動場で開催された海南海草支

部お別れ大会Ｃ級（４年生以下）で見事優勝しました。

放送大学　入学生募集のお知らせ
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第 19 回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
２月 16日（日）紀三井寺陸上競技場～和歌山県庁間（21.1 ㎞、10区間）

選　手　団　紹　介（代表チーム、オープンチームの計２チームが出場）

池本　智輝
（野上中３年）

町の代表として
力を出し切って
頑張ります。応
援よろしくお願い
します。

油谷　依里
（美里中３年）

感謝の気持ちを
忘れず、精一杯
頑張りますので
応援よろしくお
願いします。

上中　佑伊登
（美里中２年）

目標は「皆の力」、
「笑顔」、「全力」
で最後までタス
キをつなぐことで
す。

大髙　明伸
（美里中２年）

ジュニア駅伝には
初めて参加します。
みんなの足を引っ
張らず最後まで努
力します。頑張り
ます。

静川　陽向
（野上中２年）

紀美野町代表と
して最後まで全
力で走りたいと
思います。

増山　凱士
（野上中２年）

紀美野町代表と
して精一杯頑張
りますので応援
よろしくお願いし
ます。

東　恵莉果
（美里中２年）

町の代表として
最後まで頑張り
ますので応援よ
ろしくお願いしま
す。

堀　優月
（野上中２年）

少しでも練習の
時より早く走れる
ように頑張りま
す。

小川　巧貴
（野上中１年）

１秒でも早くタス
キを繋げるよう
に全力を尽くしま
す。

中兀　翔大
（野上中１年）

チームのために
全力を尽くし、
全力で頑張りま
す。

西原　主起
（野上中１年）

駅伝で上位を目
指せるように頑
張ります。

兼本　莉香子
（野上中１年）

紀美野町の代表
選手として精一
杯頑張ります。

黒土　琴映
（野上中１年）

どの区間でも１秒
でも早く「タスキ」
を繋げるよう全
力を尽くします。

髙木　日夏里
（向陽中１年）

練習をしっかりこ
なし、本番では
いい結果を出せ
るように頑張りま
す。

寺田　誉
（野上中１年）

１秒でも早く次の
区間の人にタス
キを繋ぎたいと
思います。

寺本　絢音
（野上中１年）

自分のベストを出
して頑張ります
ので応援よろしく
お願いします。

上田　蒼月
（野上小６年）

タイムを少しでも
縮めるよう頑張
ります。

折口　佳太郎
（下神野小６年）

自分の全力を出
し切って上位を
取りたいと思い
ます。

中谷　吾友都
（野上小６年）

インフルエンザが
流行っている時期
なので、体調管理
をしっかりして練習
を頑張ります。

西田　遼汰
（野上小６年）

全力を尽くして
貢献できるよう
頑張ります。

油谷　知歩
（下神野小６年）

自分の力が本番
で発揮できたら
と思います。

坂本　直
（野上小６年）

駅伝の選手に選
ばれたからには
本番でも走れる
ように頑張りま
す。

新谷　日菜子
（野上小６年）

最後まであきら
めず、一生懸命
走るので応援よ
ろしくお願いしま
す。

幡司　りな
（野上小６年）

全力で走れるよ
う努力します。
よろしくお願いし
ます。

松元　里恋
（野上小６年）

練習の成果を発
揮できるよう頑
張ります。応援
よろしくお願いし
ます。

宇城　悠生
（下神野小５年）

仲間と走るのが
とても楽しいで
す。本番出場を
目指して頑張り
ます。

小川　叶馬
（小川小５年）

最後まであきら
めず一生懸命走
ります。応援よ
ろしくお願いしま
す。

黒土　真音
（野上小５年）

どれだけ足が苦
しくなろうとも、
絆でタスキを繋
げるよう頑張りま
す。

西　巧規
（野上小５年）

速く走れるよう
精一杯頑張りま
す。

二川　晴斗
（野上小５年）

１秒でも早くタス
キを繋ぐので応
援よろしくお願い
します。

兼本　扶美子
（野上小５年）

必死に頑張るの
で応援よろしく
お願いします。

堀　希星
（野上小５年）

１秒でもタイムを
縮め、１人でも多
く抜けるように
頑張ります。

【監　督】樋瀬大輝　【コーチ】久保拓巳　前久保雄貴

【監督のコメント】
今年は、選手が大会で使うハチマキに「耐」と「走魂」の文字を刺繍しました。
仲間と厳しい練習を「耐」え、乗り越えてきたからこそ、選手たちには強い絆があります。家族、コー
チ、先生方、町民の皆さまへの感謝の気持ちを忘れることなく、記録と記憶に残る最高の走りをしてほし
いと思います。皆さまの応援よろしくお願いします。
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令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
中
の
火
災
出
動

件
数
は
４
件
で
、
前
年
に
比
べ
増
減
は
あ
り

ま
せ
ん
。
火
災
種
別
で
み
る
と
、
林
野
火
災

１
件
、
建
物
火
災
２
件
、
そ
の
他
火
災
が
１

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
中
の
救
急
出
動

件
数
は
合
計
５
４
４
件
で
、
前
年
に
比
べ
17

件
減
少
し
て
い
ま
す
。
事
故
種
別
ご
と
の
出

動
件
数
で
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急
病
の

３
６
２
件
（
67
％
）
、
前
年
に
比
べ
９
件
増

加
し
て
い
ま
す
。
続
い
て
一
般
負
傷
の
87
件

（
16
％
）
、
前
年
に
比
べ
34
件
減
少
し
、
次

に
そ
の
他
の
69
件
（
13
％
）
、
前
年
に
比

べ
５
件
減
少
し
て
お
り
、
不
搬
送
の
20
件

（
４
％
）
、
前
年
に
比
べ
８
件
減
少
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
救
急
出
動
に
伴
い
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
要
請
し
搬
送
し
た
人
数
は
17
人
で
前
年
に

比
べ
１
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
救
急
医
療
シ

ス
テ
ム
等
を
利
用
し
て
の
「
病
院
紹
介
」
は

19
件
で
前
年
に
比
べ
３
件
減
少
し
て
い
ま

す
。ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、
離
着
陸
場

に
お
い
て
医
師
に
よ
る
専
門
的
治
療
が
施
さ

れ
る
た
め
、
離
陸
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件
数
は
10
件

で
、
前
年
に
比
べ
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内

訳
は
、
建
物
事
故
２
件
、
交
通
事
故
３
件
、

機
械
事
故
１
件
、
そ
の
他
事
故
４
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
件
数
は
６
件
で
、
前
年
に
比
べ

８
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
誤
報
３

件
、
ヘ
リ
支
援
１
件
、
そ
の
他
２
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

・
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す
の
で
火
災
と
お
間

違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
吹
鳴
時
間

　

３
月
１
日
（
日
）
午
前
７
時

②
吹
鳴
方
法

　

一
斉
（
１
分
間
）

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
砂
ぼ
こ
り
や
騒
音
等

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
尊
い
命
を
救
う
た
め
、
皆
さ
ま
方
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

濡
れ
て
い
る
場
合
は
、
脱
が
せ
て
か
ら
保
温

し
ま
す
。

冷
え
た
地
面
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
に
寝

か
せ
る
と
き
は
、
傷
病
者
の
地
面
に
接
す
る

部
分
の
毛
布
を
厚
く
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
毛
布
が
な
い
場
合
は
新
聞
紙

な
ど
で
代
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

毛
布
で
傷
病
者
を
保
温
す
る
と
き
に
は
、

傷
病
者
を
大
き
く
揺
ら
し
た
り
、
圧
迫
感
を

与
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

保
温
と
は
、
本
人
の
体
温
を
保
つ
こ
と

で
、
悪
寒
（
お
か
ん
）
、
体
温
の
低
下
、
顔

面
蒼
白
、
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ

る
場
合
に
毛
布
等
で
身

体
を
包
み
、
体
熱
の
放

散
や
急
激
な
体
温
の
低

下
を
防
止
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

本
人
の
体
温
が
保
て

る
よ
う
に
、
全
身
を
毛

布
で
包
み
ネ
ク
タ
イ
や

ベ
ル
ト
な
ど
衣
類
を
緩

め
て
呼
吸
を
楽
に
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
衣
類
が

■
申
込
期
限　

２
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み   

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

12 月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 29 （1） 29 （1）

一 般 負 傷 13 （1） 13 （1）

交 通 事 故 ３ 　 ３ 　

そ の 他 ３ ３

合 計 48 （2） 48 （2）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

3
月
１
日
（
日
）
で
す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

救
急
出
動
件
数
の
状
況

救
助
出
動
件
数
の
状
況

春
の
火
災
予
防
運
動

救
急
コ
ー
ナ
ー
『 

保
温 

』
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紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　8,702人（－19） ［男4,021人（－７） 女4,681人（－12）］
【2019年12月末現在】 世帯数　4,215世帯（－９）　面積　128.34㎢
12月の人口の動き（2019年12月 1 日～31日）　転入14人　　転出16人　　出生３人　　死亡20人

日　 時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）
９日（日） 11時 〜 犬・猫の飼い方講習会【20日（木）・23日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500
20日（木） 13時 〜 行政相談【〜15時】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471
27日（木） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912

その他　行事のおしらせその他　行事のおしらせその他　行事のおしらせ ２月

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います
地震などの災害や武力攻撃の発生時に備え、全国で防災行政無線を使用した情報伝達訓練を行い
ます。町民のみなさまも放送にあわせ、自らの身は自らで守るという「自助」の考え方に基づい
て「いのち」を守る行動について、考える機会としてください。
　※今回の訓練は、放送のみです。訓練会場や避難所は、開設しません。　　

　訓練日：2月19日(水) 11時頃「テスト放送」を行います。

～海南税務署からのお知らせ～

■問い合わせ　海南税務署　℡ ０７３‐４８２‐０９００

マイナンバー（12桁）の記載

本人確認書類の提示又は写しの添付

が必要になります。

所得税等の確定申告書には、

申告書作成会場の開設期間は、
令和２年２月 17日 ( 月 ) 
　　　～３月 16日 ( 月 )までです。
　　　　　　　　　　　（閉庁日を除く）

相談受付時間は、16 時までです。

　申告書にはマイナンバー（個人番号）を記載する欄を
設けており、申告者ご本人や控除対象配偶者、扶養親族
及び事業専従者などのマイナンバーの記載が必要です。

　マイナンバーを記載した申告書を提出する際には、申
告者ご本人の本人確認書類の提示又は写しの添付が必要
です。 
※控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの本人
確認書類は不要です。

コンビニ納付は、従来、税務署から交付又は送付されたバーコード付の納付書がなければ利用できません
でしたが、自宅等において納付に必要な情報（氏名や税額など）をいわゆる「ＱＲコード」（ＰＤＦファイル）
として作成･出力することにより可能となります。利用方法は次の図のとおりです。

税務署で申告書の作成・相談を希望される方へ

※２月１7日前 は 開設しておりません！
※会場開設当初と申告期限間際は混雑が予想され
　ます。

※混雑状況により早めに相談受付を終了する場合

　があります。

【自宅等】

出力 QRコード

自宅等で確定申告書等作成コーナー等から
QRコードを出力する。

QRコードを読み取ら
せて納付書を出力 現金で支払い

キオスク端末

コンビニ

納付書
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こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
家
族
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
や
友
人
、
地
域
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
だ
学
生
だ
か
ら
か
、
実
感
が
あ
ま
り
な
い
の
が

正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
周
り
の
方
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
立
派
な
社
会
人
と
し
て
精
進
し
て
い
き
ま

す
。

こ
の
度
、
無
事
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
大
学
入
学
と
同
時
に
親
元

を
離
れ
た
こ
と
で
、
家
族
や
友
達
、
周
り
の
方
に
支

え
ら
れ
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。20

年
間
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
ら
し
く
夢
に
向

か
っ
て
日
々
努
力
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
無
事
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
自
然
あ
ふ
れ
る
紀
美
野
町

で
生
ま
れ
育
ち
過
ご
し
た
日
々
は
、
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
新
た
な
出
会
い
や
経
験
を
通
し
て
人
間
と

し
て
の
幅
を
広
げ
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
良
識
あ
る

大
人
を
め
ざ
し
て
、
日
々
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

こ
の
度
、
無
事
成
人
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
く
れ

た
家
族
や
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

私
は
現
在
社
会
人
２
年
目
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
新
成
人
と
し
て
自
立
し

て
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
心
掛
け
、
日
々
精
進
し
て

い
き
ま
す
。

東　佑哉さん
（三尾川）

井戸向　那奈さん
（安井）

田伏　菜央さん
（下佐々）

後呂　侑二朗さん
（下佐々）

広　告


